
平成2７年度全国学力・学習状況調査結果から

【中学校】 国語 A 国語 B 数学 A 数学 B 理科
平均正答率（％） 全国比較 平均正答率（％） 全国比較 平均正答率（％） 全国比較 平均正答率（％） 全国比較 平均正答率（％） 全国比較

浜松市 77.4 +1.6 68.3 +2.5 65.9 +1.5 44.3 +2.7 55.8 +2.8

静岡県 76.3 +0.5 67.7 +1.9 66.0 +1.6 44.6 +3.0 55.3 +2.3

全国 75.8 65.8 64.4 41.6 53.0

浜松の学力再考

平成２７年度全国学力・学習状況調査における浜松市の中学校３年生の

結果は上の表の通りでした。一昨年度、昨年度同様に、全てにおいて全国

平均を上回りました。

この報告書は、調査結果から見えてきた浜松市の子供の学力や生活・学

習習慣の傾向と課題、また、それに対して各学校で取り組んでほしいこと

や授業改善のアイディアについて、以下の項目ごとにまとめてあります。

中学校版

○質問紙から見える傾向と改善の視点

○国語・数学・理科の傾向と授業改善



全国学力・学習

状況調査報告

質問紙

教
師
と
し
て

指
導
の
質
を
磨
く

子供が思考の深まりや広がりを実感できる指導

学級の友達との間で話し合う活動をよく
行っていたと思いますか。（学級やグルー
プで話し合う活動を授業などで行いまし
たか。）

Ｑ

授業の最後に学習を振り返る活動をよく行っ
ていましたか。（振り返る活動を計画的に取り
入れましたか。）

Ｑ

子供が学びの成果を実感できる指導

Ｑ Ｑ

学級の友達と話し合う活動を通じて、自分の
考えを深めたり広げたりすることができたと
思いますか。（考えを引き出したり、思考を深
めたりするような発問や指導をしましたか。）

目的や方法を明らかにして話し合うことは、子供が思考の深まりや広

がりを実感することにつながります。その際、それぞれの考えを異なる

観点から検討させたり、考えを比較し分類させたりするなど、指導の手

立てを工夫しましょう。

（参考）平成27年度教職員版「はままつの教育『創造』」

学校では、授業のはじめに目標（めあて・ねらい）を示す活動を取り入れており、多くの子供が見通し

をもって学習に取り組んでいます。一方、振り返る活動への取組について、教師と子供との間には大きな

意識の差があり、子供は振り返る活動を十分に行っていないと感じていることに課題があると考えます。

学びを振り返ることで、子供は自分の学びの成果や課題を捉え、自分をより深く見

つめるようになります。学習の目標（めあて・ねらい）に対して、分かったことだけ

でなく、自分の有り様がどう変わったのかを、子供が実感できるようにしましょう。

子
供
と
教
師
の
意
識
に
は
差
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
目
的
や
ね
ら
い
を
明
確
に
し
て

子
供
が
学
び
の
よ
さ
を
実
感
で
き
る
指
導
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

浜松市の学校では、話し合う活動をよく行っています。一方で、子供が話し合う活動を通

じて、自分の考えを深めたり広げたりすることに関しては、教師と子供で意識に大きな差が

あります。このことから、子供にとって話し合う活動が、思考の深まりや広がりを実感する

ことにつながっていない面があるという課題が考えられます。

授業のはじめに目標（めあて・ねらい）が示
されていたと思いますか。（示す活動を計画的
に取り入れていましたか。）

本ページ中のグラフは全て本市小学６年生、中学３年生の調査結果。



全国学力・学習

状況調査報告

質問紙

子
供
の
自
立
心
を
育
む

子供の生活習慣の質を高める

Ｑ

Ｑ家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか。
（本市中学３年生の調査結果）

生
活
（
学
習
）
習
慣
の
質
と
学
力
に
は

関
係
が
あ
り
ま
す
。
学
校
と
家
庭
が
協

力
を
し
て
、
子
供
の
生
活
習
慣
・
学
習

習
慣
の
質
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。子供の学習習慣の質を高める

家で、学校の宿題をしていますか。
（本市小学６年生、中学３年生の調査結果）Ｑ

「携帯電話やスマートフォンで通話やメール、インターネットをする時間」と「各科目の児童

が回答した選択肢別の平均正答率」とのクロス集計。（本市中学3年生の調査結果）＜赤点線は、浜松市の平均正答率＞

携帯電話やスマートフォンを使う子供は増加しています(H26年度72.4%、H27年度75.0%）。

通話やメール、インターネットをする時間が短いほど、どの科目でも平均正答率が高くなってい

ることが分かります。子供が家での通話やメール、インターネットをする時間を含め、時間の使い

方について大人も一緒になって考えていくことが大切です。

情報メディアとの適切な関わり方を知ることは、子供が望ましい生活習慣

を築く基となります。学校では、携帯電話やスマートフォン、テレビゲーム

などの情報メディアとの付き合い方（時間・モラル等）について、考えさせ

たり話し合わせたりしましょう。また、子供のよりよい生活習慣の確立に向

けて家庭と協力していきましょう。

「家で、学校の宿題をする」子供は、昨年同様、高い割合を示しています。一方「家で、自分で計画を立

てて勉強をする」子供は増加傾向ですが、割合は高くありません。中学生は部活動等で、家での自分の時間

が少ないことも原因の一つと考えられますが、課題の出し方や内容について考えていくことが大切です。

課題の出し方を工夫し、子供が自主的に学習に取り組めるように促しましょう。例えば、授業で

取り組んだ課題でつまずいた部分に着目させ、問題集等を活用して学習するよう促したり、ある程

度の期間で、大きな課題に計画的に取り組ませたりするなどの方策が考えられます。各学校で作成

している「家庭学習の手引き」を生かしながら、家庭での子供の学びを充実させましょう。



全国学力・学習

状況調査報告

中学校 国語
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質問紙調査から見えてきたこと

Ｑ 国語の勉強は好きですか。

（当てはまる・ どちらかといえ

ば当てはまる）

Ｑ

良好だと考えられること 課題だと考えられること

本市の国語に関する２つの回答の割合は、昨年度より高くなり、全国

の平均を上回る結果であった。

生徒が目的に応じて話したり書いたりしていることが分かる。この意

識をさらに高めるために、具体的には、単元の導入時に持った課題意識

を、展開部分でも持続させ、生徒主体で課題解決に導く方法を工夫した

い。

文脈に即して、文章の内容を正確に読み取る

ことができる。

文学的な文章では、心情や行動に着目して読み、

その言動の意味を捉えることができた。また、説

明的な文章では、文章から適切な情報を得たり、

要旨を捉えたりすることができた。

グラフから読み取った情報について説明する

ことができる。

【日本の人口推移を表したグラフ】（棒グラフ）

から、６５歳以上の人口の状況を捉え、人口の推

移について正しく説明することができた。

目的や状況に応じて、資料を効果的に活用し

て話すことができる。

ノートへのメモをスピーチに生かしたり、ス

ピーチで使うフリップに取り入れた作成のポイン

トを理解したりしている。

※

語彙の理解が十分ではない。

取り出した内容を文脈に合うように表現を変

えて書くことができなかった。

また、「たなびく」の意味については約４割の

正答率（H24調査も同様）であり、文章の中で実
践的に使うことができなかった。形容詞「青い」

を名詞「青さ」に変換することについては、約

３割の正答率であった。 →【授業改善例１へ】

複数の資料から選択したものや、場面、状況

に基づいて選択したものに対し、根拠を明確

にしたり関係付けたりして自分の考えを書く

ことができない。

３つの資料から選んだ２つの資料を関係付け

て自分の考えを書く問題では、資料選択はでき

るが、どちらかの資料に偏った考えをしたり、

根拠を明確に書けなかったりした。

→【授業改善例２へ】

国語の授業で目的に応じて資料を読み、

自分の考えを話したり書いたりしている。

（当てはまる・どちらかといえば当てはまる）

H26 市

H27 市

H27全国

H26 市

H27 市

H27全国



全国学力・学習

状況調査報告

中学校 国語

授業改善例１

授業改善例２

文章で自分の思いや意図を表現するとき、

いくつかの語のまとまりを示し、その思い

や意図を適切に表すようにする。

指導のポイント

指導のポイント

指導例

日頃の授業場面で、生徒が選択する場面を設定し、その選んだ根拠を明確にさせ

たり、選んだものを関係付けさせたりすることで、思考力、判断力を育む。

自分で選択し、考えの根拠を明確に持つ授業

言葉を吟味し、適切な文章表現をする授業

指導例

テーマごとの語群を参考にして、自分の思

いや意図を表現する。
教科書巻末資料の活用

※類語辞典等の活用も効果的である。

一つの言葉を覚えたら、それに関連する言

葉も確認する。 教科書下段注釈の活用

「肝に銘じる」「肝に銘じる」「肝に銘じる」「肝に銘じる」 〔２年教科書 P 46〕
・「肝がすわる」「肝をつぶす」「肝を冷やす」

類義語を取り上げ、その意味と印象の違い

について考える。 教科書手引きの活用

「風景」と「情景」「風景」と「情景」「風景」と「情景」「風景」と「情景」 〔３年教科書 P123〕

※具体例を挙げ

て話し合う。

複数の詩から、一つを選

び、その詩の豊かな世界が

表現できるように音読する。

☆「詩四編」から

※詩の一節をどう音読するのか決

め、その根拠を明確に持たせる

指導も考えられる。

登場人物の複数の言動に

着目し叙述を関係付けるこ

とで、人柄や心情を捉える。

☆「字のない葉書」から

※並行読書において、２つの作品のそ

れぞれの叙述を関係付け、作者の意

図に迫る指導も考えられる。

脚注や写真などの複数の

資料を関係付けて、選んだ

俳句の鑑賞文を書く。

☆「おくの細道」の俳句から

※教科書P152の地図や国語便覧等の

解説資料と関わらせて鑑賞文を書

く指導も考えられる。

〔１年 P62~〕 〔２年 P108~〕 〔３年 P150~〕



全国学力・学習

状況調査報告

中学校 数学

活
用
で
き
る
よ
さ
を

実
感
で
き
る
授
業
実
践
へ

分
か
る
・
楽
し
い
数
学
の
授
業
に
す
る
た
め
に
、
指
導
と

評
価
の
一
体
化
を
進
め
る
こ
と
と
、
数
学
を
学
ぶ
意
欲
を
高

め
、
学
ぶ
意
義
や
価
値
、
活
用
で
き
る
よ
さ
を
実
感
す
る
授

業
実
践
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

質問紙調査から見えてきたこと

Ｑ数学の勉強は好きですか。（当ては

まる・どちらかといえば当てはまる） Ｑ
数学の授業で学習したことを普段の生活

の中で活用できないか考えますか。(当て

はまる・どちらかといえば当てはまる）

良好だと考えられること 課題だと考えられること

「数学が好き」という子供が

５割程度で、全国と比べて低く、

昨年度よりも下回っている。

「学習内容を普段の生活に活

用できる」という子供が５割を

切っている。全国と比べて高い

が、昨年度よりも下回っている。

落とし物の合計の平均値
が20.3個から19.3個に
減ったから、落とし物の
状況が良くなったね。

正しい答えを導き出して終わりにするのではなく、その過程にあ

る学ぶ楽しさや日常に活用できるよさを実感させていくことが必要

である。

5＋6＋7＋8＋9＝３５など

の連続する５つの整数の和

は、中央の整数の5倍

である。

でも、平均値だけで判断して
いいのかな。グラフ全体を見
ると、よくなったとは言い切
れないよ。

H26 市

H27 市

H27全国

投影図が表す立体は？

H26 市

H27 市

H27全国

12－2×(－6)

→【授業改善例２へ】

基本的な計算力が身に付いている。

正負の四則や方程
式など、「数と式」の
正答率が高い結果で
あった。

図形の知識・技能が身に付いている。

問題に沿って、投

影図や回転体、証明

で用いられる三角形

の合同条件などを的

確に判断できている。

「数と式」の領域では、式を読んだり、式

に表したりする記述問題で正答率が高い。

連続する３つの整数の和は、中央の整

数の３倍になる式を表現できている。さ

らに、連続する５つの整数の和

について、成り立つこ

とも表現できている。

帰納と演繹の証明の区別が付いていない。

「対頂角が等しい」ことを証明する際、どちらの
証明が正しいか判断できてない。

実生活の場面で、必要な情報を適切に判断

し説明することに課題がある。

右の「落とし物調査」
のグラフや表から、「１
回目より２回目の方が
落とし物の状況が良く
なった」と言い切れな
い理由を説明できない。

→【授業改善例１へ】

1回目 2回目

落とし物の

平均値合計
20.3個 19.3個



授業改善例１

授業改善例２

帰納的方法と演繹的方法の違いを理解し、証明の必要性と意味

について理解を深める場面を設定する。

証明の必要性と意味を深める授業

指導のポイント

指導例

実測では、す

べてのことは

調べ尽くして

はいないこと

を、子供に実

感させ、証明

の必要性を感

じてから証明

に 挑 戦 さ せ

る。

実生活の場面で、必要な情報を適切に判断し説明する授業

指導のポイント

指導例

全国学力・学習

状況調査報告

中学校 数学

・実生活の一場

面を取り上

げ、必要な

情報を適切

に整理・分

類する課題

を与える。

・ある考えが妥

当なのか批

判的に考察

し、説明す

る場面を設

定する。

実生活の場面における多様な資料をもとに課題を提示して、
考えの妥当性を批判的に考察し、説明する授業を設定する。



全国学力・学習

状況調査報告

中学校 理科

結
果
か
ら
そ
の
要
因
や

根
拠
を
考
察
す
る
授
業
実
践
へ

観
察
、
実
験
は
子
供
た
ち
一
人
一
人
の
主
体
的
な
問
題
解

決
の
活
動
で
す
。
生
活
経
験
や
学
習
経
験
を
基
に
し
な
が
ら
、

観
察
や
実
験
を
行
い
、
結
果
か
ら
そ
の
要
因
や
根
拠
を
考
察

す
る
授
業
実
践
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

質問紙調査から見えてきたこと

Ｑ 理科の授業で、自分の考えや考察をまわ
りの人に説明したり発表したりしていま
すか。
（当てはまる・どちらかといえば当てはまる）

Ｑ理科の勉強は好きですか。（当ては

まる・どちらかといえば当てはまる）

課題だと考えられること

「まわりの人に説明したり発

表したりする」割合は全国を大

きく上回っている。

「理科が好き」という回答の

割合は、全国を上回っている。

全国と比べると、授業の中で説明や発表する場面が多いことが分かる。

ただ、数値としては必ずしも高いとは言えない状況にある。今後、子供の

考えや考察を周りの人と検討させたり、根拠を示して説明させたりするこ

とで新たな価値を見いだすことができる授業づくりに取り組む必要がある。

良好だと考えられること

H27 市

H27 全国

H27 市

H27 全国

ア NaCl イ ClNa

ウ Nacｌ エ Clna

塩化ナトリウムの化学式は、

上空と地上の気温
差による降水量を
調べるには・・・。

上空と地上の気温
差を作って比べれ
ば良いね。

気温が下がっ
ているのに、
ほとんど露点
は変わってい
ないね。

温度が高くなる
のは、露点、湿
度のどちらに関
係するのかな。

基礎的・基本的な知識が確実に定着してい

る。

正しい化学式を選んだり、天気記号から風力
を読み取ったりするなど、基本的な知識を答え
る問題はよくできていた。

「二酸化炭素の体積を量る場面において水上

置換法では量れない理由」について記述したり、

「電磁石を動かさず、スイッチを入れたり切っ

たりすると検流計の針が振

れる理由を『磁界』という

言葉を使って説明」したり

することができた。

基礎的・基本的な知識を使って科学的な事象

を説明することができた。

目的に応じて実験を計画することに課題が

ある。

変化と変化の要因を関係付けることに課題

がある。

表やグラフから考察
することができなかっ
た。また、根拠を示し
て記述することにも課
題があった。

目的に応じて変える条件と変えない条件を制御
しながら実験を計画することができなかった。

→【授業改善例１へ】

→【授業改善例２へ】
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「変える条件」と「変えない条件」を明らかにして実験を計画する活動
の充実を図る。

指導のポイント ・分析方法の指導の充実を図る。
・ねらいに沿って「どこから」「何が言えるか」を子供が説明する活動

の充実を図る。
指導例

変化と変化の要因を関係付けて説明する授業

授業改善例２

授業改善例１

実験方法を計画できるようにする授業

ノートやホワイトボードに書かせたい内容
１班 ２班 ３班 ４班

銅の質量（ｇ） 0 0.18  0.23  0.32  0.40 
酸化銅の質量（ｇ） 0 0.22  0.28  0.40  0.50 
酸素の質量（ｇ） 0 0.04  0.05  0.08  0.10 

実験方法を考え整理する

条件を制御して実験を計画する

石灰水を入れ、

濁り方を調べる

暗所に
置く

明所に
置く

指導例

指導のポイント

１年「植物の生活と種類」より

学習課題

植物は光合成をするとき、二酸化炭素
を使っているのだろうか？

変える条件 変えない条件

○暗所と明所
に置く

○入れる植物の大きさ
○入れる植物の数
○気温 等

変える条件 変えない条件

○植物の
有無

○光を当てておく
○気温（水温） 等

変える条件 変えない条件

○植物の有無 ○光を当てておく
○気温（水温） 等

学習課題

銅の質量と化合する酸素の質量との関
係にはどのようなきまりがあるのだろうか

子供が変化（銅の質量）とその要因（酸素の質量）を関係付ける

変化とその要因を関係付けるために
は、表やグラフの「どこから」「何が言
えるのか」をはっきりさせた上で考察
させるようにしましょう。

植物の有無に着目し
BTB液で調べる

光合成の有無に着目し
石灰水で調べる

習ったことを参
考に、確かめ
る方法をノート
に書きましょう。

私達の班では、石灰
水、BTB液、気体検

知管で調べられるの
ではないかという意
見が出ました。

光合成をしてい
るものと、して
いないものを比
べればよいね。

植物を入れたも
のと入れないも
のに光を当てて
比べればよいね。

２年「化学変化と
原子・分子」より

この場合、銅0.4gのとき、酸
化銅は0.5ｇ。簡単な整数の

比で表すと４：５となります。
銅と酸素の質量の関係につ
いて調べてみよう。

銅の質量が0.4ｇの時、化合した酸素
の質量は0.1ｇ。
銅の質量が0.32ｇの時、化合した酸
素の質量は0.08ｇ。このことから
銅：酸素＝４：1と言えるね。

分析方法を指導する

結果をまとめる

酸
素
の
質
量

銅の質量（ｇ）

（ｇ）

０．４

０．1

銅の質量と酸素の質量の関係

対照実験
をしないと
比べられ
ないね。

○どこから（根拠）
銅０．４ｇのとき化合した酸素は
０．１ｇである。

○何が言えるのか（分かったこと）
銅：酸素＝４：１であると言える。

教師がグラフを分析する視点を示し 生徒自身が根
拠を明らかにして結論を導き出せるようにしましょう。

息を吹き込み黄色にし
たBTB液を入れ、光に
あて色の変化を調べる




